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ため，実験当日の朝 3g の糖質を与え， 9 時間後に実験を開始した。グリコーゲン量はアンスロン法
で，インシュリン値とグルカゴン値は放射性免疫測定法で，グリコーゲンホスホリラーゼ活性は D.
P. Gill boe らの方法で測定した。
(1) カゼイン食摂取の効果












(3) non-caloric diet の効果


















(7) 蛋白質摂取後の血築α アミノ N値








性i を浪4定したところ，ホスホリラーゼ (a) 活位-，ホスホリラーゼ (a+b) 活性-，およびホスホリ
ラーゼ (a+b) 活性に対するホスホリラーゼ (a) 活性の割合は，水投与対照群に比べ，上昇した。
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〔総括〕
以上の知見より，蛋白質の特異動的作用の機序として液性情報系の関与が示唆された。すなわち，
摂取された蛋白質は，たとえばパンクレオザイミン等の勝ホルモン動員作用をもっ消化管ホルモンの
分泌を介して，あるいは一部消化吸収されて生じた血中アミノ酸の上昇を介して，インシュリンとグ
ルカゴンが分泌され その結果，ホスホリラーゼ活性が上昇するので，肝グリコーゲンを分解し，イ
ンシュリンはこの動員された糖の利用を促進することにより RQの上昇をもたらし，エネルギ一代謝
を充進させるものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
特異動的作用については20世紀前半に多く研究されたが，その発現機序については末だ不明が多い。
本論文では，蛋白質摂取後，消化管ホルモンとアミノ酸を介して牌ホルモンが分泌され，その結果，
ホスホリラーゼ活性の上昇と肝グリコーゲンの動員がおこり，エネルギ一代謝が允進することを示唆
した。これらの成績は特異動的作用の機序について新たな知見を加えたものであり，学位論文として
価値あるものと認める。
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